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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月30日(2021.7.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィコシアニンを含有する溶液からのフィコシアニンの精製方法であって、
　前記溶液と、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）含有相および炭水化物含有相を含む水
性２相混合物とを接触させる工程と、
　前記炭水化物含有相を前記ＰＥＧ含有相から分離する工程と、
　前記炭水化物含有相を硫酸アンモニウムで処理することにより、前記フィコシアニンが
沈殿している沈殿溶液を得る工程と、
　前記沈殿したフィコシアニンを回収する工程とを含み、
　前記炭水化物含有相は、マルトデキストリン、フィコール、デキストラン、デンプン、
グルコース、フルクトース、ガラクトース、マンノース、スクロース、セロビオース、ラ
クトース、ラクツロース、マルトース、マルツロース、アラビノース、リボース、キシロ
ース、およびトレハロースからなる群より選択される炭水化物を含む、方法。
【請求項２】
　前記沈殿溶液の硫酸アンモニウム濃度は１４～３６重量％である、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記沈殿したフィコシアニンを溶解して溶液とする工程と、前記溶液を硫酸アンモニウ
ムで処理することにより、前記フィコシアニンが再沈殿している第２の沈殿溶液を得る工
程と、前記再沈殿したフィコシアニンを回収する工程とをさらに含む、請求項１または２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の沈殿溶液の硫酸アンモニウム濃度は２５～３４重量％である、請求項３に記
載の方法。
【請求項５】
　前記再沈殿したフィコシアニンを再溶解して溶液とする工程と、前記溶液を硫酸アンモ
ニウムで処理することにより、前記フィコシアニンが再沈殿している第３の沈殿溶液を得
る工程と、前記再沈殿したフィコシアニンを回収する工程とをさらに含む、請求項３また
は４に記載の方法。
【請求項６】
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　前記第３の沈殿溶液の硫酸アンモニウム濃度は１６～２８重量％である、請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　前記ＰＥＧは平均分子量が少なくとも６０００ｇ／ｍｏｌであり、より具体的には前記
ＰＥＧは平均分子量が少なくとも１０，０００ｇ／ｍｏｌである、請求項１～６のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＰＥＧは前記ＰＥＧ含有水性相中に約３～１５重量％の濃度で存在する、請求項１
～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記炭水化物は前記炭水化物含有相中に約１５～４０重量％の濃度で存在する、請求項
１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記２相混合物は、全体として、前記炭水化物含有相を１５～４０重量％、前記ＰＥＧ
含有相を３～１５重量％、および前記フィコシアニンを含有する溶液を４５～８２重量％
含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記フィコシアニンを含有する溶液は細胞抽出物である、請求項１～１０のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記細胞抽出物は湿潤バイオマスから調製される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記細胞抽出物は乾燥バイオマスから調製される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記バイオマスは植物、藻類、シアノバクテリア、細菌、または真菌から得られ、より
具体的には前記バイオマスはスピルリナから得られる、請求項１２または１３に記載の方
法。
【請求項１５】
　前記フィコシアニンはＣ－フィコシアニンである、請求項１～１４のいずれか１項に記
載の方法。
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